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特集： 
教職課程の自己点検・評価  

 

はじめに 

 

本年度より大学教職課程の自己点検・評価が始まることとなりました。ただ、今から始め

るという感覚とは当事者にはまた違ったものがあります。その事由は、もとより、大学の自

己点検・自己評価が言われた 90 年代の初めより、セクションとして教職課程科も関わり、

評価制度を議論することも含めて当時の大学改革とも絡めながら、本『教職課程年報』(当

時学芸員課程は未だ開設されていなかった)においても特集を組んでおり、以降、大学全体

での自己点検・評価ということでは、現在も内部質保証を当該セクションとして実施してい

るわけで、そのことは各大学とも教職課程の自己点検・評価のシステム的な「2重性」と指

摘されている点です。また、教職課程の情報公開についても既に施行されてきていることで、

内容的には相当部分の実施をしかも早くから継続してきたとの感覚を持っているわけです。

とりわけ、本年報の発刊の趣旨の柱の一つには、明確に教職課程学芸員課程の活動の継続的

な情報公開と自己点検・評価の意図があったと考えています。 

本誌はもちろん研究や実践報告の内容を持つことは言うまでもなく「報告書」自体ではな

いのであって、政策あるいは社会の情勢から例えば前号のように「コロナ対応下の教育」の

ように特集を組んだとしても、地道な活動には普遍的なところも多く、その意味では急に何

かに対応して何かをしましたということではないと考えています。「教職課程の自己点検・

評価」という意味では、例えば、教師教育の実践面が一部なり報告された場合もそれはまさ

にふりかえりであり、自己点検・評価を含むからです。なお、自己点検・評価の報告書は別

途 HP に公開する予定ですが、まず本号では冒頭に「工学院大学教職課程に関する自己点検・

評価の実施方針」と運営母体の教職課程運営委員会規程を掲載させて頂きました。また学生

からのフィードバックの重要性に照らして教育実習のアンケートを掲載しております。 

本号の論文については、教職課程学芸員課程専任・非常勤講師を中心に投稿のご案内をさ

せて頂いておりますが、本学機械工学科の瀬尾和哉教授、そして、東京都武蔵村山市教育セ

ンター参与兼教授の小野江隆先生にご寄稿を頂きました。また丸山剛史先生には今回は共

同執筆という形でご寄稿頂きました。 

齋藤史夫先生には今年度より「数学教育の理論と方法」をご指導頂くことになりました。

今年度は尾高進教授が 1 年間のサバティカル研修であったため、内田徹先生、佐藤守先生に

はその講義についてご担当をお願いしました。また「特別なニーズ教育入門」担当の小林玄

先生が本務校のご都合でご退任となられます。先生には教職課程再課程認定時より大変お

世話になりました。 

今期もご指導いただきました諸先生方には深く感謝申し上げます。 

 

( 教職課程科長(学芸員課程兼務)  内山 宗昭 ) 
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製図（2021年度教育実習＜中学技術＞より）　撮影：尾高進
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たくさんの場面で感じた教員の良さ
前 田 大 成

　私は教育実習を6月に終えた。3週間という期
間は、始まる前は長く感じ不安であったが、実
際はあっという間の3週間であった。短期間で
あったが私の人生に大きな影響を与えてくれた
ことは間違いない。その実習で得たことや良
かったことは数え切れないほどあるが、最も大
きなことを一つ挙げるなら、教員になる決意が
できたことである。実習開始時には教員になる
気でいたつもりだが、今考えてみると決心がつ
いていなかったように思える。「教員はブラッ
ク」とよく言われるような職業であり、今もそ
の不安は消えたわけではないが、それを差し引
いても教員になりたいというほどに思いが強
まった。
　高校生の頃から教員という職業に興味を持っ
た私であるが、教育経験は無かった。また、実
習は母校であるものの、都立高校であるために
当時お世話になった先生方はほとんど異動して
いた。担当教員とも初対面で緊張していた私
だったが、その先生の方針で一人だけ初日から
授業をした。不安要素ばかりで、やはり最初は
授業が上手くできなかったが、だんだんと慣
れ、最終的には各クラスに合わせた授業ができ
るようになった。教員にとっての実践経験の重
要さを実感した。生徒と接する回数も多くなる
ため、良い関係性を築くこともできた。
　授業の慣れと、生徒との関係作りには毎回の
授業アンケートの実施も大きかったと思う。先
述した通り授業経験が無いため、生徒から意見

をもらいたく実施した。授業の難易度やスピー
ド、板書や説明の分かりやすさを5段階評価で
尋ね、その授業で学んだことと疑問点を記述さ
せ、授業作りと生徒の学びに役立てた。集めた
アンケートは集計し、まとめを作成、コメント
を返したそれぞれのアンケートとともに配布し
た。これは、コロナ対策でディスカッションが
できないため、クラスの意見を共有する役割も
兼ねている。勤務時間内にコメント返しは終わ
らないため、家に帰って夜遅くに行ったが苦で
はなかった。短縮授業、分散登校も実施されて
おり授業中に生徒と対話する機会は十分に持て
なかったため紙面上でのコミュニケーションは
とても楽しかった。教員の仕事の楽しい部分を
実感した。アンケートでは、生徒の成長も感じ
ることができ、生徒が興味深い疑問をもったと
きなどはとても嬉しかった。加えて最後には
「数学が嫌いでなくなった」という生徒が各クラ
ス2人ずつほど現れたり、コメントを丁寧に返
したこと、生徒に対する全力さを評価したり喜
んでくれる生徒ばかりで、教員の給料以上の報
酬を肌で感じた。文字数の関係でアンケートに
関することしか書けなかったが他にもたくさん
の場面で教員の良さを感じることができた。実
際の教員はもっと辛いことも多いであろうが、
どんなことがあろうと、この幸せがあれば乗り
越えられるような気がした。とても充実した教
育実習であった。

（情報学部システム数理学科4年）

教 育 実 習
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教育実習で得た３つのこと
小 川 　 梢

　私は、母校である高等学校に3週間教育実習
にいきました。
　私が教育実習で得たことや良かったことは、
大きく分けて、3点あります。
　1点目は「生徒との関わり方」です。実習中、
空いている時間や授業中生徒と話す機会が多く
あります。その中でメリハリをつけて接する必
要があることを学びました。朝のホームルーム
で連絡事項を伝えるときは、生徒に話を聞かな
いといけないと感じさせられるように普段の話
し方より、しっかり話す態度で話すと良いと指
導していただきました。また、生徒は、教員が
思っているよりずっと先生方のことを見ている
と感じました。先生方の関係などをしっかり見
ているため、教員としてより自覚をもって行動
しないといけないと改めて感じました。
　2点目は、「生徒に合わせた授業をする」こと
です。実習が始まってすぐ授業実習を行った
際、生徒のレベルを正確に把握することができ
ていませんでした。少しずつ正しく把握するこ
とができました。その中で、中学の数学を復習
するような形で生徒に習っているか聞いたり、
今後、高校2.3年生で必要となってくる公式を
絶対に覚えているように教えたり、生徒のレベ
ルに合わせて、授業内容を追加しました。事前
相談で指導教諭に加えると良い内容を教えて頂
き、より濃い内容の授業をすることができまし
た。生徒にレベルに合っていないと理解するど

ころか授業がつまらなく感じてしまうため、生
徒に合わせた授業をすることが重要であると学
びました。
　3点目は、「教師のやりがい」です。正直にい
うと、私は消去法で教師になることを決めまし
た。教育実習で、生徒と話し、生徒がやりたい
ことを支援し、関わった生徒の成長がみられる
ことが楽しいと感じました。最終日には、担当
したホームルームクラスの生徒から、メッセー
ジの冊子や動画、プレゼントを頂きました。関
わった生徒から応援され、たくさんの生徒から
の応援の言葉に励まされました。生徒からのサ
プライズは、とても嬉しく、教師のやりがいを
感じました。消去法で決めた教師という道が、
なりたいと思うことができ、教育実習にいって
よかったなと思いました。
　3週間の実習で、教師という職業のやりがい
や大変さ、そして、責任の重さを大いにかんじ
ました。また、大好きな母校で指導教諭や生徒
に恵まれ、教師になりたいと思え、一歩踏み込
めたことが良かったです。3週間の毎日が充実
していて、自分自身成長できたと感じていま
す。忙しい中、実習を受け入れてくださったこ
とへの感謝を忘れずに、実習で学んだことを活
かして、教師になると決めた道を歩んでいこう
と思います。

（建築学部建築学科4年）
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生徒の視点からの教師という存在
神 子 優 穂

　私は、母校の県立高校で3週間の教育実習を
させて頂きました。この3週間の教育実習期間
を通して、人生の中でも貴重な経験をし、数多
くのことを学ぶことができました。その中でも
特に印象に残っていることを2点述べていきま
す。
　1つ目は、「常に客観的な視点で物事を考え
る」ということです。初日のオリエンテーショ
ンにおいて、授業実習は生徒にとって通常の教
師の授業と同等の重みをもつということを認識
し、責任をもって授業を行わなければならない
という話をされたことにより、授業実習中は緊
張感や焦りに押しつぶされそうでした。実際に
授業を行うまでに1週間以上の時間があったた
め、指導教諭の授業の見学をする機会が多くあ
りました。初めて生徒という立場では無く、授
業を見学することを経験しました。それぞれク
ラスによって、雰囲気や授業に臨む態勢が異
なっていました。それに伴い、教師の授業の対
応も違いがあることが分かりました。自分とし
ては詳しい解説や板書を徹底した構成にしたつ
もりであっても、客観的な視点でみると、情報
量が多いとかえって、あまり頭に残らないとい
うような全く異なった見方になるということを
実感しました。改善に向け、指導担当の教員の
実際の授業での工夫などを聴くことやフィード
バックを繰り返し行うことで、人に伝わりやす
い話や板書を研究しました。また、私の指導教
諭は生徒への発問と机間巡回に重きを置いてい
たため、初めは授業をすることで精一杯であっ

たのですが、これは回数を重ねていくことで、
徐々に他のことにも気が回る余裕が生まれまし
た。手が止まる生徒に話しかけるなど、素早い
判断と各クラスの特徴の把握力が教師に必要な
素質であると感じました。
　2つ目は、「生徒の視点からの教師という存
在」についてです。教育実習中の担当学級の生
徒との関わりは、毎朝のSHRの連絡や週3回の
放課後の清掃活動への参加、毎日の学級日誌で
の生徒からのコメント返し、そして授業が2回
のみでした。教育実習期間中には、体育祭に参
加し、なるべく生徒の方との交流を増やして、
会話や応援を積極的に行うようにしていまし
た。しかし、中々話しかけやすい雰囲気が作れ
ず、数人と話しただけに止まりました。実際に
会うことができた時間は、他の教科に比べ圧倒
的に少なく、自分では生徒の方と仲を深められ
た実感がなく、親密になることができなかった
ため、もっと積極的に会話をするように行動す
べきであったと感じていました。しかし、最終
日の生徒の皆さんの反応やいただいた色紙を見
て、自分が思っていたよりも教育実習生である
私を近くに感じてくれていたのだという事実を
理解した。考えていたよりも、生徒の皆さんは
教育実習生である私を1人の教師と同じよう
に、よく見ていただいていたということに驚い
たと同時に、気にかけていていただいていたこ
とに嬉しさを感じました。

（先進工学部応用化学科4年）
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教育実習を通して学んだ２つのこと
岡 西 健 人

　私が教育実習で一番良かったと感じたこと
は、教育現場の現実を知ることができたことで
ある。具体的には新型コロナウイルス感染症に
関連する対応などを含む教師の業務量の膨大さ
や、生徒指導に関する問題、高等学校における
ICT活用の遅れなど様々な問題点を実際に観察
することができた。
　現場を知ることができたことの利点は私に
とって大きく２つ存在している。１つ目はやは
り教育というものはやりがいがあり、職業とし
てこの先も重要な役割を担い、存在し続けるも
のだろうと感じることができたことである。実
習において最初の週は指導教諭を始め、可能な
限り多くの先生方の授業を見学した。教科や、
担当するクラスの雰囲気や理解度によって適切
な授業展開は異なるのである。具体的には、数
学の習熟度別のクラス編成や、意見が出やすい
クラスやノートテーキングや理解が早いクラ
ス、個人も同様に様々である。私が実際に授業
を行う中でも、生徒の反応が良かった単元につ
いて自信を持って他のクラスで行うと、予想し
ていた反応と異なり面食らった記憶がある。そ
れ以降では、意見が出にくいクラスでは指名を
して聞いてみたり、話し合う時間中に個別に丁
寧に問いかけ意見を聞いたりしていた。彼らは
間違うことを嫌っていたため、授業中では否定
しないことを心がけていた。生徒との信頼関係
が築けたからか、最後の授業では自発的に発言
してくれる生徒が増えていた。こうした経過を
経て、授業中の一体感というものも感じること

ができ、とてもやりがいを感じた。
　２つ目は教員というものは他の公務員に比べ
て業務内容がかなり特殊であり、また業務内容
に対して勤務時間や報酬に見合っていないので
はないかと感じたことである。定時は8時から
17時までであったが、定時出勤をして残業をし
ないで定時退勤をしていた先生はほとんどいな
かった。担任や、生徒会や部活動の顧問を担当
している先生とそうでない先生との格差や、単
純に業務量が膨大であることを痛感した。もち
ろん、放課後の補習や、定時以降及び休日の部
活動や委員会活動等を切り捨ててしまえば定時
内に収めることができるかも知れない。しか
し、実際の生徒たちのことを考えて、多くの先
生は日夜粉骨砕身で働いているのである。進学
先や就職先の情報を調べたり、利用できそうな
制度について調べたり、部活動に関連する知識
や技能を追求したり（大会の運営を含む）、保護
者や近隣住民への対応、学びたい意欲がある生
徒への追加での講義や、もちろん授業の改善も
必要である。つまり、教育とはやりがいがあ
り、いくらでも専門性を発揮できるが故に終わ
りがないのである。そのため、現行の担任制を
学校や教員全体で負荷を分担することや生徒数
に対する教員数を増やすこと、部活動との切り
離しなどが必要であると感じる。
　このような経験から、現在の仕組みのままで
は私には教員はできないと知ることができたの
である。

（先進工学部環境化学科4年）
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肢体不自由生徒への支援･指導を通して学んだこと
標 　 勇 作

　特別支援学校での介護等体験を通して教員に
なった時に、より広い視野と能力で教育活動を
行えるような知識・体験を得ることを目的に、
2日間を過ごした。特別支援学校は、通常学級
と比較すると、諸能力・成長速度などに個人差
がより大きい。このことから、生徒数自体は少
なくても生活の様々な場面で教員の力を必要と
するため、自ずと教員の比率が高くなる。今ま
で自分が得てきたような学校体験とは全く異な
る角度から教育の現場を見学することで多くの
気づきが得られた。
　学年でいえば中学2、3年生に当たる男子生徒
4名のクラスに配属させていただいた。教員と
生徒の数はどこもほぼ1対1に近く、教室には常
に生徒と同じ数の教員が配置されていた。これ
までにない環境でまず感じたのは、「一人ひと
り障がいの度合いがまるでちがう」ということ
だった。「歩く」というくくりだけでも、ひとり
で歩行ができる生徒、サポートがあれば少しず
つ歩ける生徒、歩くことは難しいが座る姿勢は
保てる生徒、一日を通して車椅子を必要とする
生徒、というように1つとして同じことはな
かった。彼らが必要なサポートはそれぞれ大き
く異なり、それに従って教員がとるべき対応が
変わると言うことである。狭義の学校は複数の
生徒が同じ場所で同じ教育を受けるというもの
だが、特別支援学校はそれを超えた存在だと実

感した。また、教員の対応の違いという点で考
えたとき、プールの授業がとても興味深かっ
た。
　前述のように生徒の身体機能はそれぞれ異な
るため、私が経験してきたような全員が同じ練
習をするような形はなかなかできない。その中
で、彼らの身体機能の中で動かしやすい部分を
駆使して、動かしにくい部分の成長・発展を促
すような指導がされていた。私が見学していた
回では、「歩くことは難しいが座る姿勢は保て
る」生徒が、バタ足ができるようになった。普
段の生活ではほとんど使えない脚の力をこの
プールの授業で動かすことができたのは、彼に
とって成功体験となり精神的な成長が得られ
た。それを間近で見ることができ、教員に対す
る尊敬の気持ちと感動が湧き上がってきた。
　今まで経験したことのない学校体験に関する
気づきとしては「生徒の困難さの違い」と「教員
の指導・対応の違いと成果」を主に述べたが、
これ以外にも数多くの知識と経験を得ることが
できた。この介護等体験を通して教員として
「生徒の困難さを認知でき、逐一生徒の様子を
うかがえる広い視野」と「肢体不自由な生徒への
身体的サポートの能力」を獲得することができ
た。

（情報学部システム数理学科3年）

介護等体験（特別支援学校）
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ICTを用いて最適な方法を考える
戸 田 壮 駿

　特別支援学校は、基本的には普通の学校と変
わらないけれども、先生の数が多く、少人数の
クラス編成であることが印象に残った。一つの
学年はどの学年も20人くらいであり、概ね3ク
ラス編成であった。
　今回は、学習発表会の裏方の仕事を中心に体
験を行ったため、直接児童とは関わる機会があ
まりなかった。舞台袖で待機してるときや演目
に取り組んでいるときも、上手・下手の両方に
必ず一人以上先生が待機していた。先生は、児
童一人ひとりのことをよく観察することがで
き、そのことは信頼関係につながっている。そ
のため、児童たちに落ち着きがなくなっても先
生は常に冷静で声を荒げることはせず、その児
童にあった対応をして、他の生徒が演目に集中
できるようにしていた。先生方は非常に高い能
力を持っている戸感じた。
　学習発表会の演目の中にはiPadを活用してい
るシーンがあった。楽器を使って演奏する場面

で2種類の使い方で活用していた。1つめの方法
は、キーボードの楽譜として使用していた。画
面では音をカタカナで表記し、キーボードの鍵
盤に貼られたシールの色と同じ色で表す工夫を
していた。もう一つは打楽器演奏の映像であ
る。iPadの画面には楽譜ではなく実際に先生が
事前に演奏した様子を撮影した映像を流し、児
童がそれをまねすることができるようにして
あった。
　発表会は、大きなトラブルもなく進んでいっ
た。廊下には、Zoomを使って遠隔授業をして
いるようすや、海外との交流をまとめた写真も
掲示してあり、児童が下校した後にはICT教育
に関する会議が行われていた。特別支援学校で
はデジタル機器を使った教育がかなり用いられ
ていることに気づき、技術を用いて、最大限か
つ最適な方法を常に考えることが重要だと感じ
た。

（情報学部コンピュータ科学科3年）
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心に留めておきたいこと
石 井 佐 季

　特別支援学校では、必ず児童から目を離さな
いようにしなければならないため、教員の負担
が大きいように感じた。しかし、どの先生方も
大変楽しそうに児童と接しており、児童たちが
素直でかわいいからこの学校を離れたくないの
だとおっしゃっている先生もいらっしゃって、
やりがいを感じていることが伝わってきた。
　特別支援学校での一日を体験すると、授業で
生徒の学習を国語や算数といった教科の学習と
結びつけるのは難しそうだと感じた。日常生活
が送れるだけの自立に向けた支援に主軸が置か
れ、障害の度合いも児童一人一人違うことか
ら、同じクラスでみな同じレベルの授業をする
ことは難しいのかなと感じた。朝の会では必ず
毎日、天気や出欠確認など児童一人ひとりに役
割をふりわけ、一人ずつ確認させることで児童
の理解を促していた。こだわりの強い子もお
り、スケジュール確認をしたあとにスケジュー
ル通りに行かないと怒ってしまう児童がいた。
そのため必ず児童とコミュニケーションをとり
ながら、ひとつひとつ確認して授業を進めてい
くことが大事である。朝の会でも小道具を使う
ことでなるべく児童が主体的に参加できるよう
にする工夫が見られた。
　児童と関わるには一から関係性を築いていく
必要があり、なかには警戒心の強い子どももい
るためなかなかコミュニケーションをとること
が難しかった。車椅子の児童や体の小さな子ど
もなど、同じ目線に合わせながら子どもが聞き

取りやすいようにゆっくり話す工夫をしながら
コミュニケーションをとるように心がけた。私
のクラスの子どもたちは話すことのできない重
度の障害をもった子どもたちだったので、私が
話しかけないと反応を見せてくれない。コミュ
ニケーションをとることも難しかった。どれだ
け話しかけてどんな言葉をかけていいかあまり
反応が返ってこない分、難しかった。しかし、
2日目になると、話しかけると笑顔を向けてく
れるようになったり、私の手をつかんで引っ
張ってくれるような場面や児童の好きな物を見
せて必死に伝えようとしてくれたことがとても
うれしく、信頼関係を築くことの楽しさを実感
できた。
　校長先生の講話で、医療の発達により本来助
かるはずのなかった命が助かるようになったと
のお話があった。そのため特別支援学校の数が
足りなくなっているとのことだった。また、街
中で今回関わったような重度の障害をもった児
童含めおとなの姿はあまり目にしない。これは
学校を卒業した児童たちが就職することなく、
ほとんどが自宅での介護が必要となるため外に
出る機会がめったになくなるからのようだ。今
回出会った子どもたちのことを忘れずに、重度
の障害を抱え、なかなか外に出ることができな
い人たちがいることを心に留めておきたいと
思った。

（工学部電気電子工学科3年）
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博物館実習

北海道博物館
大 川 優 季

実 習 先： 北海道博物館
　　　　　 （2021年8月17日～8月27日　10日間）
所　　属： 建築学部　まちづくり学科
学籍番号： DA-18043
氏　　名： 大川 優季

　8月17日～8月27日の10日間、札幌市厚別区
にある北海道立の総合博物館、北海道博物館で
実習してきました。実習生は全部で14名、学部
3、4年生と社会人がおり、専門分野も歴史、生
物だけではなく、博物館学やアイヌ文化の学生
もいました。
　1日目は博物館の概要説明、館内見学、隣接
する開拓の村見学を行い、2日目は「博物館研究
グループ」によるデータベース管理、図書室の
POP作成、3日目は「生活文化研究グループ」に
よる生活資料の整理、資料の写真撮影、4日目
は「歴史研究グループ」による文書の整理、5日
目は「自然研究グループ」による自然観察会の企
画、5日目は「アイヌ文化研究グループ」による
アイヌ語講座とレファレンス体験といったよう
に2～6日目までは各研究グループ（部門)によ
る講義や体験のカリキュラムが用意されていま
した。7～9日目にかけてはグループワークで
の展示実習を行いました。これは展示ケース一

つとポスターを最終成果物とするもので、3グ
ループに分かれて各々のグループごとにテーマ
や目的を定めて小規模な展示を企画することを
目的としています。我々の班では現在も使われ
ているけれど、姿かたちが変わったモノをクイ
ズ形式で紹介する展示を作りました。親子や祖
父母と孫などを対象とし、各世代間の会話を生
み出すきっかけを展示からつくることを主目的
としました。最終日の10日目は、展示実習の成
果を各研究グループの学芸員の方々に発表し、
講評をもらうという形で10日間の実習は終わり
ました。展示実習で製作したものは臨時休館が
終了した後に一般の方々にも見てもらったそう
です。
　コロナ禍ということもあり、臨時休館で一般
のお客さんとの交流こそ無かったものの、10日
間という短くも充実した実習期間を通して学芸
員の仕事や姿勢、博物館という施設の役割や展
示の裏側を学ぶことが出来ました。この経験を
活かし、今後は博物館を見る側の視点だけでな
く、作る側の視点も踏まえて展示を見ることが
出来たらと思いました。また、可能なら博物館
の仕事に関われるような職種につけたらなと思
います。
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備前長船刀剣博物館
長谷川  静花

実 習 先： 備前長船刀剣博物館
　　　　　 （2021年9月28日～10月3日 6日間）
所　　属： 先進工学部 応用化学科
学籍番号： S2-18065
氏　　名： 長谷川 静花

１．実習館の概要
　備前長船刀剣博物館は、岡山県瀬戸内市長船
町にある瀬戸内市文化観光課が運営する備前お
さふね刀剣の里内の刀剣を専門展示する博物
館。1983年、現在の博物館の前身である郷土資
料館的立ち位置の備前長船博物館が設立され、
2004年に現在の備前おさふね刀剣の里と備前長
船刀剣博物館の形ができあがる。設立の経緯と
しては備前刀を中心とした刀剣の展示の開催、
刀剣に関する普及啓示活動がある。刀剣研究の
発展に寄与し展示を通して瀬戸内市、日本、世
界の文化交流の発展に寄与することを基本構想
としている。

２．実習内容
9月28日（火）：ガイダンス・施設内見学
9月29日（水）：刀剣資料の取り扱い

（調査・保管・手入れ・展示方
法・鑑賞について）

9月30日（木）：展示説明会参加、展示解説実習
　　　　　　 準備
10月1日（金）：周辺施設・史跡散策
10月2日（土）：受付業務、展示解説実習
10月3日（日）：工房見学、広報活動について

３．実習を終えて
　資料の長期間の常設展示が難しいため年５、
６回の特別展、テーマ展という形で展示事情を
やっていることを知り、展示資料によっては長
期間同じ資料を展示するような展示方法は難し
い場合があることを学んだ。また、刀剣の専門
展示をしているため他館との所蔵資料の貸し借
りや情報交換が多くあり他館の職員との横のつ
ながりが強かったがこのことは博物館を運営し
ていく上で重要だと感じた。また展示解説のボ
ランティアの方や市の観光課の職員の方や施設
内の刀工場に来ていただいている職人の方々と
密に交流をはかり、それが展示以外のワーク
ショップやイベント開催にも関係しているのを
知り、この６日間で特に博物館運営に当たって
学芸員の横のつながりや職人の方々との信頼関
係の構築の大切さを強く感じた。

 
134



= 11 =

中村屋サロン美術館・渋谷区立松濤美術館
原  佑 喜 乃

実 習 先： 中村屋サロン美術館
　　　　　 （2021年10月5・12・26日 3日間）
　　　　　渋谷区立松濤美術館
　　　　　 （2021年12月3日～8日 5日間）
所　　属： 建築学部 建築デザイン学科
学籍番号： DC-18250
氏　　名： 原 佑喜乃

１．実習館の概要
　中村屋サロン美術館は、東京都新宿区にある
私立美術館である。2014年10月29日に「新宿中
村屋本店」を建て替え、「新宿中村屋ビル」を開
業したとともに開館した。中村屋サロンの芸術
家たちの作品を紹介するとともに、新進芸術家
や地域に関する作品展示・イベント、その他、
広く芸術・文化の振興につながるような企画を
実施している。
　渋谷区立松濤美術館は、開館が1981年10月1
日であり、東京都では2 番目の区立美術
館である。企画展を中心に渋谷区に関連する公
募展、絵画展のほか、音楽会や美術教室な
ども行われている。

２．実習内容
　①中村屋サロン美術館
•館内の概要、館内見学、展示・修復作業に
ついて

•展示グラフィックについて、解説パネル作
成、展示業務体験
•有害生物について、カビ・害虫について、
課題提出

②渋谷区立松濤美術館
•公募展搬入の会場準備、受付練習
•公募展搬入受付補助、審査会場準備
•審査会補助、写場設営、展覧会見学
•公募展入選作品撮影補助

３．実習を終えて
　私立美術館と区立美術館という規模や来館層
が異なる 2 つの館で実習させて頂いたこと
で、それぞれの持つ特長や悩みなどをも知るこ
とができ、学芸員としての業務だけでなく博物
館の現状なども学ぶことができた。中村屋サロ
ン美術館では、座学が中心で学芸員の方が実際
使用されている書物を用いて、展示会を行う時
の業務や留意点などが分かった。
　一方、渋谷区立松濤美術館では実技を通して
業務を知ることができた。公募展を開催するに
あたり行われている業務全般に関わり、展示会
を行うまでの大変さを実感した。大学で受けて
きたあらゆる講義の復習だけでなく、それ以上
のことを学ぶことができた。普段はできない貴
重な経験をすることができ、改めて学芸員課程
を履修して良かったと感じた。
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東京都多摩動物公園
目 黒 新 大

実 習 先： 東京都多摩動物公園
　　　　　 （2021年9月17日～9月27日　10日間）
所　　属： 先進工学部 機械理工学科
学籍番号： S5-18064
氏　　名： 目黒 新大

１．実習館の概要
　多摩動物公園は1958年(昭和33年)に当初は上
野動物園の分園という形で開園した。上野動物
園の3倍もの広い敷地面積をもち、その半分を
雑木林が占める自然と一体となった動物園であ
る。1964年に始まった世界初のバスによるサ
ファリ式観覧であるライオンバスや柵がないこ
とを観覧の基本とした方針など、生きている動
物を介した学びを最優先とした運営を行ってい
る。また日本動物園水族館協会に属し、種の保
存、教育・環境教育、調査・研究、レクリエー
ションの4つの役割を掲げており、憩いの場と
しての動物園だけでなく、野生生物保全セン
ターを設置し、トキや二ホンコウノトリなど希
少動物の保護増殖にも積極的に取り組んでい
る。

２．実習内容
9月17日（金）：ガイダンス、アイスブレイク、

展示動物の観察、発表
9月18日（土）：動物園の活動・教育普及につい

ての講義、郵送教材袋詰めの体
験、前日に観察した生きものを
対象とした規格の考案・発表

9月19日（日）：動物解説員についての講義、昆

虫体験プログラムの体験、締め
作業

9月20日（月）：ガイド体験、ライオンバス体
験、グループワーク

9月21日（火）：グループワーク、ライオン飼育
員の方にインタビュー・飼育所
の見学

9月23日（木）：グループワーク
9月24日（金）：グループワーク、開園作業
9月25日（土）：グループワーク
9月26日（日）：グループワーク企画したプログ

ラムの実施、郵送資料作成
9月27日（月）：教育普及課で受け持つモルモッ

トについての講義

３．実習を終えて
　教育普及活動は、対象者の理解度に応じて、
多様なプログラムを考えなければならないとい
うことを講義やグループワークを通し学ぶこと
ができた。野生の生態を再現し、観察を通し来
園者に気づかせる展示は自然史博物館にはない
強みであり、命あるものを展示する意義を学ぶ
ことができた。一方で、動物のQOLも考える
必要があるなど、命を扱うことの責任について
も考えさせられた。感染対策などを考え、グ
ループで企画したプログラムを来園者に実施す
る機会を得られたことは、貴重な体験であり今
後社会に出ても活かせると感じた。この実習で
得た知識や経験を、今後の生活で積極的に活用
していきたい。
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　ご卒業おめでとうございます。2年以上続
くコロナ禍のなか、教職課程・学芸員課程で
の実習や体験を本当によくがんばりました
ね。大学での学びと研究、得た仲間を大切に
しながら、これからは自分なりの人生を切り
拓いていくことでしょう。けれど、ちょっと
疲れたり、とてもうれしいことがあったり、
誰かと話したくなったりしたら、いつでも大
学に立ち寄ってください。工学院大学はいつ
もみなさんのことを応援しています。（A）

編集後記

教職課程・学芸員課程ニュース　第67号
2022年3月19日発行

発行　工学院大学教職課程・学芸員課程
　　　〒163-8677　新宿区西新宿1-24-2
　　　　27階　2733教職課程研究室
　　　　e-mail; abeyoshie@cc.kogakuin.ac.jp
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特集 教職課程・学芸員課程への招待―新入生のみなさんへ―
（撮影：尾高進）

教職課程・学芸員課程への招待―新入生のみなさんへ―
教職・学芸員課程と変化の時代 ――――――――――内 山 宗 昭  2
コネクティング　ザ　ドッツ ―――――――――――尾 高 　 進  3
新しい学び方を一緒に開発していきましょう ――――高 城 英 子  4
「おもしろい！」をみつけるために ――――――――石 倉 優 大  5
今後の人生を豊かにするために ――――――――――高 口 廉 矢  6
学びと教え、心の火 ―――――――――――――――石 戸 　 看  7
教育は自らを育てる ―――――――――――――――佐々木 彩乃  8
平和のとりでを築く教師 ―――――――――――――安 部 芳 絵  9
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新入生の皆さんおめでとうございます。
教職課程ならびに学芸員課程は、教員免許と

学芸員資格を取得出来る課程ですが、大学で取
得できる有利な資格として意味を持つとともに、
その学修から身に付けることのできる実習の体
験や、それに先立つ学びの様々が、とても得難
い機会であり、大きな意味を持っていると考え
ています。
一昨年度、昨年度と教職・学芸員課程の授業

や特に教育実習や介護等体験、博物館実習など
実習や実技科目もコロナ禍対応ということに終
始した感がありました。コロナ禍対応により、
大学での授業形態全体もそうでしたが、中学・
高校の教育活動、そして博物館の活動にも大き
な影響がありました。その中には、学校行事や
部活動の制限や、展示の予約制限など、いわば
制約を要請される事柄もあったと同時に、授業
形態や展示などにわたる新しい形態の試みを促
進した面もありました。こうした中、中学校・
高校での情報通信技術を活用した授業が増加し
てゆくことを踏まえて、その対応の趣旨をもつ
科目が今年度から免許取得上の必修になりまし
た。本学では「教育方法論（情報通信技術の活
用含む）」がその科目となります。
学習方法に遠隔授業等、新たな面が刷新され

てゆくと同時に、翻って、変わらないもの本質
的なものに改めて目がゆくことも少なからずあ
ります。教育活動における普遍的な要素とは何
かも、皆さんとともに考えてゆきたいと思って

おります。
教職・学芸員課程の学修でも、改めて対面授

業だからこそ有効なところ、実技・実習だから
こそマスターできること、これらを大事にする
とともに、「遠隔授業」の方法も大いに併用して、
皆さん自身にも活用して頂きたいと思っており
ます。
私の担当してきた講義にも「教育原論」のよ

うな教育の理念や制度についてを扱う理論的な
内容のものと、「道徳教育の理論と方法」「総合
的な学習の時間の理論と方法」のような学校教
育の実践領域に直接関わって、理論的な面とと
もに各自が指導案を作成してゆく必要があるも
のとがあります。各自の工夫で教育活動を創造
してゆくわけです。その中でも変わらない要素
と、変えてゆくと効果が期待できると要素の双
方があると思われます。教材の扱い方というこ
とに関しても、変化がある今日です。変化にも
是非注目したい。
工学系のセンスと知識・技能を持つ教育者が

学校教育・社会教育ともに求められている現在
であり将来であると感じております。そのこと
でも皆さんに期待されるところ大であると思い
ます。困難な状況下だからこそ、不利な条件を
どう活かすかという創造者・開発者の見方が教
育においても新しいものを生み出す基盤になる
にちがいありません。

（教職課程・学芸員課程、本学教授）

内 山 宗 昭
教職・学芸員課程と変化の時代

教職課程・学芸員課程への招待―新入生のみなさんへ―
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新入生のみなさん、入学おめでとうございま
す。工学院大学へようこそ。
さて、このタイトルを見て、なんだこれは

と思われたかもしれません。元の英語で書けば
connecting the dots で、点と点とをつなぐ、と
いう意味です。検索をかければすぐに出てくる
ので、このことをご存じの方もおいででしょう。
これは、スティーブ・ジョブズさん（Steve 

Jobs, 以下、敬称略）が 2005 年にスタンフォー
ド大学の卒業式でスピーチした中に出てくる言
葉です。ジョブズは、Macintosh や iPhone でよ
く知られるApple 社の共同創業者の一人として
知られています。
オレゴン州のリード大学に入学したジョブズ

は、程なくして大学を中退してしまいます。し
かし中退後もキャンパスに出かけ、いくつかの
授業に潜り込みます。その中の一つにカリグラ
フィーがありました。カリグラフィーは、字を
いかに見栄えよく書くか、というもので、西洋
書道などといわれます。
カリグラフィーの授業では、セリフとサンセ

リフの書体（フォント）について、文字の組み
合わせの間のスペースの量を変えることについ
て、素晴らしいタイポグラフィとは何かについ
て学んだのですが、その時は、授業で学んだこ
とは美しく、歴史的で、科学ではとらえられな
い方法で芸術的に微妙なもので、ジョブズはそ
れを魅力的に感たものの、この授業が何の役に
立つのかは分かっていなかったと彼は語ってい
ます。
ところがその後、ジョブズはMacintosh の PC

を開発していく中で、モニターの中に文字がど

う浮かび上がるか、文字の美しさがどれほど人
間の視覚認識に大切か、ということに気づきま
した。その時、彼の頭の中に浮かび上がってき
たのは、10 年前のカリグラフィーの授業です。
スピーチではこのことを connecting the dots と
彼はいっています。今日、Apple社のデバイスが、
単に機能的であるだけでなく、美しいことをも
重視していることは、多くの方がご存じでしょ
う。
他人のふんどしで相撲を取るようですが、ジョ

ブズが語ったことは、僭越ながら私自身の実感
ともぴったり一致します。
私は大学では、教育学部養護学校教員養成課

程に在籍していました。今でいう特別支援学校
の教員を養成するところです。卒業後、長くは
ありませんでしたが、特別支援学校でも働きま
した。付け加えれば、小学校でも中学校でも働
きました。
その後、紆余曲折を経て現在の仕事である技

術科、工業科の教員養成に携わっているわけで
すが、大学時代に学んだことや、その後の諸学
校での教員経験は、私が今の仕事をしていく上
で、どういう風にかを具体的にいうのは難しい
のですが、とても役に立っているという実感が
あるのです。点と点とが、いつどのように結び
つくかは、本人にも分からないようです。
教職課程・学芸員課程は、本学ではオプショ

ンです。でもそれだけに、少しでも興味がある
なら、学んでみませんか。教師や学芸員を目指
していなくても一向に構わないのです、学びた
い気持ちがあれば。お待ちしています！

（教職課程・学芸員課程、本学教授）

尾 高 　 進
コネクティング　ザ　ドッツ
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新しい学びの扉を開こうとしている皆さん。
「学びたい」「新しい知識を得たい」という思い
に加え、「教えたい」「教育活動に関わりたい」
と自己の活躍の場を広げていこうとする意欲を
大切にしてください。教職課程・学芸員課程の
為の講座は、単なる資格取得ではなく、「社会に
どう働きかけるか」という生き方を模索する場
でもあります。特に、この 2 年間、思うような
学校生活を送れなかった皆さんにとっては、学
校に集って学ぶ価値、行事や部活動など、生活
を共にしながら学ぶ意味について考える事も多
かったのではないでしょうか。
私達教員も学校が一斉休校になったときに、

「どんな時にも、学びを止めない」と知恵を出し
合い、学びの継続を考えました。更に、オンラ
インでの学びの中でも「学校で学ぶことの意味
とは・・・？」と、何回もこの問いを繰り返し
てきました。
この 2 年間、大学のみならず全国の学校が、

新型ウイルスの影響でそれまで普通に行ってい
た生活・学びが進められなくなり、大混乱しま
した。学校では友達と話をする事がいかに重要
なのか、学習は教科書や問題集だけではいかに
深める事が難しいか、体育祭や修学旅行などの
行事を共有することがいかに大切なのかなどが
再確認され、皆さんも学校で仲間と学ぶ事の大
切さを感じたはずです。でもその一方で、コロ
ナ禍の影響を最小限に抑えようと、GIGAスクー
ル構想が前倒しで実施されるなど、学校の学び
方にも工夫がみられました。「1人 1台 PC」の体
制など新しい学び方が急激に進んだのも事実で
す。「学校に集って学ぶ価値とは？」「ICT を活
用した新しい学び方とは？」「学校内に閉じずに、

博物館など社会リソースとどう結びつくか？」
など、混乱を乗り越えてきた皆さんと考えてい
きたいと思います。
今、学校教育が大きく変わろうとしています。

“禍を転じて福となす”ではありませんが、「学
び合う」事を改めて考えていくいい機会とした
いものです。折しも、新学習指導要領が完全実
施され、「主体的」「学び合い」「探究型」が実際
にどう展開されていくか、本格的な検討が求め
られている時です。あなた方の新鮮な発想が新
しい視点として認められるチャンスかもしれま
せん。変革期ならではの様々な意見や議論に積
極的に参加してください。学ぼうとする人たち
を指導する立場として、しっかり自分の意見を
持ち、失敗を恐れず、様々な指導のプランをたて、
チャレンジをしてほしいと思います。
私はこれから求められている教師は「ファシ

リテーター」だと考えています。知識を並べ、
覚えていく方法を示すだけが教員の仕事ではあ
りません。知識はコンピュータや書籍を調べれ
ば手に入れる事ができます。学ぼうとする人を
支え、本物の資料や作品に触れる機会を大切に
して、学習者を指導していく方法を学んでほし
いと思います。学習者でもある皆さんが「こん
な先生がいたら・・・」と感じている事が一番
新鮮で、柔軟な学び方を開拓できるかもしれま
せん。教職課程での学びを通して、指導者とし
ての視点を持とうとしている皆さんが、教えら
れるのを待つのではなく、アクティブに学んで
いく姿勢に期待しています。

（「理科教育の理論と方法」担当、
本学非常勤講師）

高 城 英 子
新しい学び方を一緒に開発していきましょう
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新入生の皆さん、ご入学おめでとうございま
す。
「大学 1年生になったぞ！」という実感は湧い
ていますか？新入生の皆さんの中には、大学に
目標や志を持って進学した人、期待を持って進
学した人、不安を抱えている人など、その心情
は十人十色だと思います。私が大学1年生になっ
た時は、明確な目標や志を持っておらず、進学
した理由も「周りの人が大学に行くから自分も」
という消極的な理由でした。そんな私でも、教
職課程の中で「おもしろい！」と思えることを
見つけることができました。その体験を皆さん
に紹介し、4年間の大学生活の中で皆さんが心か
ら「おもしろい！」と思う経験ができる一助と
なれば幸いです。
私の教職課程での体験の前に、まずは「教職

課程とは何なのか？」という点を一緒に見てい
きましょう。既にご存知の方は、次の段落まで
飛ばしてしまって大丈夫です。教職課程とは教
員免許状の授与を受けるために必要な単位・科
目が設置された課程であり、4年間で通常の卒業
に必要な単位数に加えて、それとは別に教員免
許状の取得に必要な単位を修得する必要があり
ます。通常と比べて授業数が増えて大変ですが、
途中で教職課程の科目を履修放棄しても卒業単
位に影響はありません。
私が教職課程で見つけたおもしろさとは、「多

様な考え方・価値観を知ること」です。小学校、
中学校、高校と進学していくと、スケールが拡
大されて自然と関わる人が増えていき、様々な
考え方・価値観に触れていきます。ですが、大

学はスケールの拡大が高校と比較して非常に大
きく、今まで自分が出会ったことのないような
人が大学には沢山います。しかし、大学では授
業が学部ごとや学科ごとに分けられているケー
スが多く、他学部の人と交流できる機会はそこ
まで多くはないです。そんな中で、教職課程で
は学部関係なく交流することができ、「教育」と
いう共通の目線を持ってお互いの経験や考えを
基に価値観を共有することができます。自分が
これまで持っていなかった考え方や価値観、身
の回りの環境が子どもの発達に及ぼす影響など、
これまで知らなかったことに触れることで、自
分にとって相手にしづらいような「困った人」
が、実は「何か問題を抱えていて困っている人」
なのではないか、などと考えることができます。
自分と異なる考え方を知ったとき、それを柔軟
に受け止める。そして、自分の考え方や価値観
を更に広げることができれば、自分自身を成長
させ、教師に限らず、将来どんな職業に就いて
も楽しく快活に過ごせると思います。
教職課程を履修する人がみんな教師になるわ

けではありません。むしろ、多くの人が教師で
はない進路を選択しています。ですが、教職課
程を履修したことにより、普段の講義では触れ
ることができなかった考え方・価値観に出会い、
人間としてより一層成長することができると私
は感じています。新入生の皆さんも、教職課程
の中で「おもしろい！」を探してみませんか？
皆さんのこれからを、心より応援しています。

（大学院化学応用学専攻 2021 年度卒業生、
2022 年 4 月より東京都高等学校教諭＜理科＞）

石 倉 優 大
「おもしろい！」を見つけるために
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新入生の皆さん、ご入学おめでとうございま
す。
大学生になったみなさんは、これからどのよ

うな大学生活がまっているのか、期待と同時に
不安もあるかと思います。私は、この 4年間で
経験できることはこれからの歩んでいく人生に
おいて非常に重要なものだと考えています。そ
のため、積極的に行動していろんな経験を積み
自分自身のこれからの人生を豊かにしていって
欲しいと思います。教職課程を学ぶことも、そ
のうちの一つだと考えています。これから、私
の教職課程での経験談について記述していきた
いと思います。少しでも、みなさんの大学生活
が充実したものになる、一助になれば幸いです。
教職課程は所属する学科の卒業に必要な単位

とは別に単位を取る必要があります。
そのため、教職課程を取っていない人に比べ

て、講義のコマ数が増えたり、夏季休業中に授
業があったりと正直しんどいのが本音です。し
かし、他の講義とは違い他の受講生と一体となっ
て講義を作りあげていくため、普段では関わる
ことができない人などと仲良くなることができ、
すごく楽しいです。
私は、大学入学前から将来教員になりたいと

考えていました。そして、知人に工学院大学の
教職課程はすごく充実していると聞き、工学院
大学に入学しました。そのため、工学院大学入
学後はなんの躊躇もなく教職課程を履修しまし
た。大学の普通の講義は基本的に一人で作業を
行うことが多いですが、教職課程の講義は同じ
講義を受ける人とグループワークを行う機会が
多いです。そのため、自然とコミュニケーショ

ン能力を培うことができます。言葉一つ一つで
もいろいろな言い回しがあります。自分自身は
適切な言葉使いをしているつもりでも、時には
その言葉使いが失礼に当たる可能性も大いに考
えられます。いざ、大事な時に失礼な言葉使い
にならないように、適切な言葉使いを身につけ
ることができます。また、それだけでなく人と
の接し方なども自然に身につけることができま
す。社会にでたときに、人付き合いが上手だと、
いろんな場面で得することもあると思います。
今後、誰しもが就職活動を行うと思います。

その時に一番必要になるのがコミュニケーショ
ン能力です。まず、この能力がないと、どれだ
け成績がよくても落とされてしまいます。その
ため、教員採用試験を受けない人も受ける人も、
前節でも述べたようにこの教職課程をとるメ
リットはものすごくあると思います。
私は、この工学院大学の教職課程で大切なこ

とをたくさんのことを学ばせて頂きました。そ
のおかげで教員採用試験に一発で合格すること
ができました。また、教員採用試験関係なく、
生活のなかでいろんなことが役に立っています。
そのため、少ししんどいかもしれませんが、教
員採用試験を受けようか迷っている人も是非、
教職課程をとって頂きたいなと思います。しん
どいを思いをした分得られる対価はものすごく
大きいと思います。教職課程で様々なことを学
んで、今後の自分自身の人生を豊かなものして
いってほしいなと思います。皆様のさらなるご
活躍を期待しています。
（情報学部情報通信工学科 2021 年度卒業生、
2022 年 4 月より岐阜県中学校教諭＜数学＞）

高 口 廉 矢  
今後の人生を豊かにするために
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新入生の皆さん、ご入学おめでとうございま
す。早速ですが、皆さんが大学に入学を決めた
理由は何でしょうか。特に、「学びたい」という
思いは、そのどれだけを占めるでしょうか。そ
して、自分が学ぶだけでなく、誰かに学びを伝
えたいという思いはどうでしょう。今回は、皆
さんのそんな思いの燃料となるような言葉を紹
介したいと思います。
20 世紀のアメリカに、ウィリアム・アーサー・

ウォードという教育者が居ました。彼が残した
多くの名言の中で、皆さんに知ってほしい言葉
が二つあります。
一つは、これから大学で「学ぶ」者としての

皆さんに送る言葉です。

"Curiosity is the wick in the candle of learning."
（好奇心。これこそが学習というロウソクの芯に
なる。）

私は工学院大学に入学してすぐに、教職課程
と学芸員課程の両方に登録しました。両方をと
る人は少なく、その修了は難しいとのことでし
たが、私はとにかく「学びがしたい」という気
持ちで、登録を決めました。
これらの課程には、卒業単位とは別に必要単

位が設定されていて、授業数は確実に増加しま
す。通常の授業もフルで取っていた私は週のほ
とんどが授業時間になりました。それでも、ど
の授業も新鮮な学びに満ちていて、とても楽し
いものと考えていました。
一方で、授業に付き物の課題については、苦

手意識がありました。こちらも数が増えますが、
追われるような感覚を持ちはじめ、やがて授業
が辛いものへと変わってしまいました。オンラ
イン授業によって授業との距離が離れた事も、
その一因でした。
もし皆さんが同じような状況に陥ったなら、

この対策は学ぶことを「面白い！」と再び思え
るようにすることです。授業に関連する本を読
んでみる、新しい授業を受けてみるなど様々で
すが、これらの工夫で好奇心が蘇り、普段の授
業への熱意も回復します。おすすめの方法は普

段と違う授業を受けることで、特に教職や学芸
員の授業はこういった新鮮さが溢れています。
大切なことは、好奇心の火を何度も燃やすこと
です。
もう一つは、教職や学芸員課程を経て、いず

れ生徒や来館者のような誰かに「教える」者と
しての皆さんに送る言葉です。

“The mediocre teacher tells. The good teacher 
explains. The superior teacher demonstrates. 
The great teacher inspires.”
（ふつうの教師は言ってきかせる。よい教師は
説明する。優秀な教師はやってみせる。しかし、
最高の教師は生徒の心に火を灯す。）

教職や学芸員課程の修了には学外での実習が
必要で、それは大きなプレッシャーを伴います。
自分一人での活動が増え、行動に責任が伴うよ
うになり、学生生活と違うことに戸惑う時が来
ます。あるいは、そもそも普段の授業から、授
業数や課題の多さに押しつぶされそうになるこ
ともあるかもしれません。
私自身、2つの実習で多くの失敗を経て、落ち

込んでいる時期がありました。そんな時に、あ
る授業の最終回で聞いたのがこの言葉でした。
忘れかけていた「学びを誰かと分かち合いたい、」
という動機を思い出し、熱意を回復することが
できました。
何らかの目的をもって動き出した皆さんに、

今からおすすめしておきたいことがあります。
それは、始めようと思った時の正直な思いと目
標をどこかに書き残しておくことです。教職や
学芸員であれば記録帳が配られますが、これら
を活用し、何度も動機を思い出してください。
誰かの心に火を灯すためには、まず自分の心

が燃えていることが大切です。そのために、何
度も自分の熱意の源を再確認して、その火を保っ
てください。
皆さんの学びが充実したものとなりますよう

に。
（工学部機械システム工学科 2021 年度卒業生、

4月より工学院大学大学院生）

石 戸 　 看
学びと教え、心の火

 
145



= 8 =

新入生の皆さん、ご入学おめでとうございま
す。楽しいはずのキャンパスライフも、このご
時世で不安の方が多い方もたくさんいるかと思
います。2 年間のオンライン生活を過ごし、こ
の春で大学生活を終える少し先輩の私から一つ、
皆さんに伝えたいことがあります。それは、「大
学生活を通してやり遂げたことは、就活の時期
やその先の将来で必ず“自分への自信につなが
る”」ということです。自由な時間が多い大学生
活では自分の行動次第でたくさんの学び場があ
り、何かを全うすることでしか得られない経験
があります。私の場合、その経験が教職課程です。
少し私の話をします。私は、決まっていた大

学院進学をやめ、ある企業に役員として就職す
ることになりました。役員として就職する企業
でこれから働くにあたって、“教育”というのは
私に密接する分野になります。“教育”というの
は、学校という機関の中だけではなく、生涯に
渡って繰り返されるものです。企業に就職して、
あなたが先輩社員になれば、部下に、子どもが
できれば子どもに教育をすることでしょう。様々
な教育の形がありますが、教えながら自らも学
び、それもまた教育になるでしょう。
教職課程では、“教育する“ということだけ

ではなく、人と付き合うことに関してたくさん
の機会と経験、考える場を与えてくれます。教
育の現場では答えのない問題が多く存在します。
他の人の意見を聞くことで、自分の考え方が間
違っていることに気づけたり、固定観念に囚わ
れていることを実感したり、自分の未熟さを痛

感しました。また、コミュニケーションを交わ
す中で伝え方を意識し、相手の考えを汲み取ろ
うと、自然と傾聴の姿勢をとるようになりまし
た。社会人教育において、一方的な教えでは何
も意味がありません。それは受動的な人間の育
成であって、生産性は低いです。能動的な人間
の育成を行うためには、相手も自分のことを傾
聴してくれる姿勢が必要になります。
人は環境で変わります。教育の中で変化する

チャンスは幾度かありますが、その時に正しい
指導者がいれば人はより良く育ちます。それは
教員としてだけでなく、教育を行う立場であれ
ば同じです。人が成長する場に立ち合い、大き
く変化するその瞬間を見逃さず、その時に必要
な材料を揃えてあげたい。人と人との関わり合
いの中でそれは決して難しいことではなく、相
手を真っ直ぐ見ようとすれば見えてくると思い
ます。その瞬間に立ち会える機会が教員は少し
多く、それがやりがいにもなるのだと思います。
そして何より、教育は自らをも育てます。行動
のきっかけは正直なんでも良いと思います。私
は教職になる予定なく、高校でお世話になった
教員の言葉をきっかけに履修をしました。もし、
今読んでいるあなたが「人と話すこと、関わる
ことが好き」なのであれば、大学で「教職課程」
を全うしてみるという選択肢をもってほしいと
思っています。
（情報学部情報デザイン学科 2021 年度卒業生、

2022 年 4 月より企業役員）

佐々木  彩乃
教育は自らを育てる
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戦争は人の心の中で生まれるものであるから、
人の心の中に平和のとりでを築かなければなら
ない。―これは、UNESCO憲章の前文です。
UNESCO（United Nations Educational, 

Scientific and Cultural Organization： 国 際 連
合教育科学文化機関）は、国連経済社会理事会
のもとにおかれ、教育・科学・文化の発展と
推進を専門とする国際機関で、1945 年制定の
UNESCO憲章に基づいて翌年発足しました。
UNESCOは、その理念を記した憲章の冒頭で

なぜ戦争と平和にふれているのでしょうか。そ
れは、第二次世界大戦の反省から、教育・科学・
文化の発展が戦争の悲劇を繰り返さないための
大きな鍵となると考えているからです。少し長
いのですが憲章を引用します。
「相互の風習と生活を知らないことは、人類の
歴史を通じて世界の諸人民の間に疑惑と不信を
おこした共通の原因であり、この疑惑と不信の
ために、諸人民の不一致があまりにもしばしば
戦争となった。ここに終りを告げた恐るべき大
戦争は、人間の尊厳・平等・相互の尊重という
民主主義の原理を否認し、これらの原理の代り
に、無知と偏見を通じて人間と人種の不平等と
いう教義をひろめることによって可能にされた
戦争であった。文化の広い普及と正義・自由・
平和のための人類の教育とは、人間の尊厳に欠
くことのできないものであり、且つすべての国
民が相互の援助及び相互の関心の精神をもって
果さなければならない神聖な義務である。政府
の政治的及び経済的取極のみに基く平和は、世
界の諸人民の、一致した、しかも永続する誠実
な支持を確保できる平和ではない。よって平和

は、失われないためには、人類の知的及び精神
的連帯の上に築かなければならない。」
無知と偏見が第二次世界大戦を引き起こした

こと、政治や経済のみに立脚した平和は永続す
る平和ではないこと、平和が失われないために
はすべての人への教育が重要なのだと、憲章は
繰り返し教育の重要性を述べます。いま、この
言葉は現実味を帯びて突き刺さります。
ウクライナでは、750 万人の子どもたちが危機

にさらされています。徒歩で隣国ルーマニアに
避難している子どももいます。学校や公園、子
どもたちの日常が破壊され、教育や遊びが奪わ
れ、子どもの死者は 100 人を超えました。ロシ
アのウクライナへの侵攻から始まった戦争を前
にして、自分は何もできないのかと落ち着かな
い気持ちになっている人もいるでしょう。命が
奪われようとしている子どもを前にして、無力
さを感じている人もいると思います。今すぐで
きることとして国際機関や人道支援団体に募金
した人もいるかもしれません。では、長い目で
みたときにできることはないでしょうか。
それは、大学で学ぶことです。本学では「教

育・科学・文化」の「科学」を学び極めること
ができます。これに加えて、教職課程では「教育」
を学びます。学ぶことによって、誰もが平和の「文
化」の担い手となれます。学科で学んだ科学を
土台として教育を学ぶ本学教職課程は、まさに
平和のとりでを築く教師を育てる場なのです。
新入生のみなさん、ご入学おめでとうござい

ます。あなたも一緒に、教職を学んでみませんか。
（教職課程・学芸員課程、本学准教授）

安 部 芳 絵
平和のとりでを築く教師
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編集後記

ご入学おめでとうございます。世界の穀倉
地帯であるウクライナでは、戦火が広がり、
子どもを含めた多くの人々が危機的状況にあ
ります。学校や病院、公園や美術館・博物館
も攻撃され、貴重な文化財が破壊される様子
も伝わってきます。戦争の映像を目にしてな
んだか落ち着かない人もいるでしょう。不確
実性の高い時代、手探りで子どもと向きあわ
ざるをえない教育現場で、教師がよって立つ
軸を確立するのが教職課程の役割です。一方、
混乱する人々を癒し、なぐさめ、元気づけ、
そしてこの状況を記録に残すことで世界を相
対化していくのが博物館であり、その在り方
を学ぶのが学芸員課程です。教職・学芸員課
程の学びを通して、混迷を深める世界の状況
をちょっと俯瞰して考えてみませんか。学科
だけでは経験できない、あなたの人生を豊か
にする出会いが待っていますよ。（A）
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編集後記 

 25 号は、「教職課程自己点検・評価報告書」との調整も含めながら編集することになり、恒

例のデータ等もこちらに収録してありますが、詳細は報告書に掲載することとなりました。 

 工学院大学教師会シンポジウムも継続されて貴重な講話を頂きました。論文につきましては

御担当の専門領域に関してご寄稿を頂いております。ご多忙の中をありがとうございました。

なお執筆順はカリキュラムの枠組み等を含めた編集の都合によりますことご了承下さい。(U) 

 

執筆者(執筆順) 

内山 宗昭    教職課程科教授 教職課程科長(学芸員課程兼務)   

尾高 進     教職課程科教授 

大石 久己    機械システム工学科教授 教職課程兼担 

安部 芳絵       教職課程科准教授 教職課程・学芸員課程幹事 

瀬尾 和哉    機械工学科教授 

高城 英子    教職課程非常勤講師 

三浦 登        教職課程非常勤講師 

小野江 隆    東京都武蔵村山市教育センター参与兼教授 

浜野 兼一    教職課程非常勤講師 

竹谷  尚人     教職課程非常勤講師 

丸山 剛史    教職課程非常勤講師 

宇賀神 一    西九州大学子ども学部講師 

外池 彩萌    筑波大学大学院人間総合科学学術院博士後期課程 

山川 泰宏    都立小山台高等学校主任教諭 

尾形 悠介    麻布大学付属高等学校教諭 

山岸 和樹    神奈川県立川崎工科高等学校教諭 

斎藤 光     都立蒲田高等学校教諭 

松田 悠     中央区立晴海中学校教諭 

松井 大樹    調布市立第六中学校教諭 

長谷見 沙也香  川崎市立西高津中学校臨時的任用職員 

湯口 亮介     宝泉学園中学高等学校共学部理数インター講師 

堀内 宏基     神奈川県立修悠館高等学校教諭  
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